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は 32.0%、Ⅰ度肥満者（BMI≥27.0～29.9）は 14.2%、Ⅱ度肥満者（BMI≥30.0）は 7.7%、
Ⅲ度肥満者（BMI≥40.0）は 3.8%であり、総過体重者数は 3.25 億人に上っている。特に
都市部では肥満者が多く、肥満に伴う糖尿病、高血圧、心臓病といった慢性疾患が急激
に増加しつつある。中国成人における慢性疾患の罹患率は、2009年に過去最高の 2.6





増加し、2015 年には 5000 億ドルの経済的損失になると試算されている。 
































- 3 - 
 
動に関する縦断的研究では、1997 年に比べて 2006 年には、職業、家事、レジャー、自
転車および歩行の 5つの身体活動様式において、レジャーを除いて、活動量に低下が見
られ、特に職業、自転車および歩行のような日常生活中の活動量においては、低下傾向






















































定する必要があり、その具体的枠組みとして行動疫学の手法がある（Sallis & Owen, 






































果たすことが知られている（Hu et al.,2004;Warburton et al.,2010）。にもかかわら
ず、多くの人が定期的な身体活動を実施していない。諸外国では、身体活動の不足問題
に注目し、身体活動量を増加させることを目的として数多くのエビデンスに基づいた身
体活動指針が提示されてきている（US Department of Health and Human Services,1996）。





（Pate et al.,1995）。2007年に ACSMと米国心臓協会（AHA）は、「CDC/ACSMガイド
ライン」を踏まえて、新たに「ACSM/AHAガイドライン」を発表した。この「ACSM/AHA
ガイドライン」では、健康増進および疾病予防を目的として、１回あたり少なくとも
10 分以上持続し、1日合計 30分でかつ週 5日間、週当たり 150分の中等度以上の身体




が策定され、20～55歳までの成人については、週 4 回以上、１回 10分持続する低強度
の身体活動、および 1日合計 60 分、または 1日 10分以上持続し合計 30分以上の日常
生活を含めた中等度の身体活動の実施を推奨している（Warburton et al.,2007）。2005
年にオーストラリアでは、日常生活および余暇活動において、1回 10分～15 分、1日
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Department of Health and Human Services,2000）。また、それは日常生活における身
体面および心理面の健康状態に対する自己認識を理解するのに使用される基本的な評
価法である（Mishoe & Maclean,2001; Ware & Sherbourne,1992)。国際的にも、適切な
身体活動の実施は、冠動脈疾患、糖尿病、高血圧などの慢性疾患による死亡および罹患




はそうでない者と比べ、健康関連 QOLが低いことや（Tentori et al.,2010；US Department 







（Vuillemin et al.,2005)。  









リースコアが有意に向上したと報告されている(Fisher & Li,2004)。 










高く評価することも確認されている（Brown et al.,2003）。一方、１日 20分以下の不
活動な者と１日 90 分以上の中・高強度の身体活動を実施する者の両方において、健康
関連 QOL における不健康との関連性も認められており、適切な身体活動量を実施するこ
とが健康に良い効果を与えることを示唆する研究もある（Brown et al.,2004）。 










中国においても、諸外国と同様に健康関連 QOL が重視されるようになり、2008 年に
中国衛生部によって発表された「健康中国 2020戦略」では、ヘルスプロモーションの
最終目標は、健康関連 QOL を高めることにあると述べている（Huang et al.,2008）。
しかし、中国においては、主に疾病を有する者のような特定集団を対象に、健康関連
QOLと身体活動との関連を検討した研究は散見されるものの（Qian et al.,2009; Chan 
et al.,2008)、幅広い年齢層の中国成人を対象にして、その関連性を検討した研究はな



















疾患の予防および改善、健康増進に効果的であるといわれている（Haskell et al.,2007; 
Nelson et al.,2007）。にもかかわらず、推奨身体活動量を実施している米国成人の割
合は、男性で 50.7％、女性で 47.9％であり、年々減少傾向にある（Centers for disease 
control and prevention,2010）。英国では、ACSM/AHAガイドラインでの推奨身体活動
量を 66％の者しか満していない（Health Survey for England, 2006）。日本において
も、「健康づくりのための運動基準 2006」における推奨身体活動量を満たしている成





一方、日常生活における 1日 30分、週 5 日の中等度以上の身体活動の実施割合は、成
人男性において 89.3％、女性では 63.8％である（Lee et al.,2007）。余暇的身体活動
































状況、民族性、運動歴などの複数要因と関連することを認めている（Bopp et al.,2006; 






（Gordon et al.,2005; Hallal et al.,2005; Macera et al.,2005）。中国においても、
高い社会経済的地位の者は一般的に余暇時間での身体活動量が高く、他の様式の身体活





(McCormack et al,2004;Trost et al,2002)。具体的には、身体活動を推進するための
決定要因として、人口統計学的および生物学的要因、行動学的要因、心理的要因、社会
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第 4節 本論文の構成 
本論文は、第 1章から第 5章までの 5章により構成されている（図 1-4）。 
 
 
図 1-4. 本論文の構成 
 




































Department of Health and Human Services,2000）。また、それは日常生活における身
体面および心理面の健康状態に対する自己認識を確認するのに使用される基本的な評
価法である（Mishoe & Maclean,2001; Ware & Sherbourne,1992)。 
適切な身体活動の実施は、冠動脈疾患、糖尿病、高血圧などの慢性疾患による死亡お
よび罹患リスクを軽減させることはすでに知られている（Sundquist et al.,2005； 
Warburton et al.,2006；Manson et al.,1999；Bjorntorp,1992）。身体活動の効果は、
このような身体面だけでなく、心理面にも及ぶことが明らかとなっている。これまでの
先行研究によると、日常生活において不活動な者はそうでない者と比べ、健康関連 QOL
が低いことや（Tentori et al.,2010；US Department of Health and Human 








参加を促すことを目的として、「ACSM/AHA ガイドライン」が発表された（Haskel et 
al.,2007）。このガイドラインでは、中等度以上の強度での身体活動を週当たり 150分
以上行うことを推奨しており、現在、このガイドラインは世界で広く活用されている
（Meseguer et al.,2009; Stevinson et al.,2009）。フランス成人を対象に、Medical 






中国においても、諸外国と同様に健康関連 QOL が重視されてきており、2008 年に中
国衛生部によって発表された「健康中国 2020戦略」では、ヘルスプロモーションの最
終目標は、健康関連 QOLを高めることにあると述べられている（Huang et al.,2008）。  
しかし、中国においては、主に疾病者のような特定集団を対象に、健康関連 QOLと身
体活動との関連を検討した研究は散見されるものの（Qian et al.,2009; Chan et 
al.,2008)、幅広い年齢層の中国成人を対象にして、その関連性を検討した研究は見ら
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第2節 方法  
2－1 データ収集と対象者 
日本にある海外調査会社（以下；A社）の中国人登録モニター（2009年 11 月現在，
約 195万人）を対象として、2009 年 12月から 2010 年１月にかけてインターネット調
査を実施した。回答数が 1300 名に達することを目標として、性と年齢階層（30 歳代，










①  身体活動量 
身体活動量の推定には、国際身体活動質問紙短縮版（International Physical 






告されている（Qu & Li,2004）。この結果は 12カ国身体活動比較調査における信頼性







② 健康関連 QOL 
健康関連 QOL を測定・評価するための指標として、SF-36の中国語版を用いた（Li et 




様な妥当性と信頼性が確認されている(Chen et al.,2007)。この質問票は 36項目から
なり、以下の 8つの下位尺度によって構成されている：身体機能(physical functioning: 
PF)、日常役割機能−身体(role-physical: RP)、身体の痛み（bodily pain: BP）、全体
的健康感(general health: GH)、活力(vitality: VT) 、 社会生活機能(social 













をもって統計学的に有意と判断した。解析ソフトには SPSS Ver．17.0を使用した。 
 
第 3節 結果 




既婚者が 91.7％、有職者が 97.8％、大学以上の学歴を持つ者が 67.6％を占めていた。
年間一人当たりの収入は 50000 元以上の者が 62.3％、BMIが標準範囲内にある者は
63.7％であった（表 2-1）。推奨量を充足していた対象者は全体の 87.3％であった。そ
の中で、男性では 89.0％、女性では 85.6％の者が推奨量を充足していた。 
表 2-１. 対象者の特徴 
n % n % n %
合計 700 50.2 694 49.8 1394 100
234 33.4 235 33.9 469 33.6
234 33.4 232 33.4 466 33.4
232 33.1 227 32.7 459 32.9
  既婚 650 92.9 628 90.5 1278 91.7
　独身 50 7.1 66 9.5 116 8.3
688 98.3 701 97.5 1364 97.8
12 1.7 18 2.5 30 2.2
49 7.0 53 7.6 102 7.3
160 22.9 189 27.2 349 25.0
491 70.0 452 65.1 943 67.6
90 12.9 78 11.2 168 12.1
75 10.7 69 9.9 144 10.3
105 15.0 108 15.6 213 15.3
430 61.4 439 63.0 869 62.3
10 1.4 49 7.1 59 4.2
398 56.9 490 70.7 888 63.7
252 36.0 136 19.6 388 27.8



























3-2 健康関連 QOL に対する身体活動量の効果 









男性では、PF、RP、GH、VT、SFおよび MH において、女性では PF、VTおよび MHにおい
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表 2-2. 性別における身体活動充足状況と 8つ下位尺度得点の差異 
男性（SD） 充足 非充足 F P
身体機能(PF) 88.44(14.6) 80.71(20.3) 16.76 <0.001***
役割機能（身体）(RP) 84.70(19.6) 78.99(23.2) 5.59 0.018*
身体の痛み(BP) 77.90(16.8) 76.86(15.0) 0.22 0.636
全体的健康感(GH) 67.71(19.7) 56.40(22.8) 19.61 <0.001***
活力(VT) 68.64(16.0) 58.79(18.3) 21.96 <0.001***
社会生活機能(SF) 77.12(17.6) 70.94(18.5) 7.90 0.005**
役割機能（精神）(RE) 79.95(20.3) 75.76(22.2) 2.80 0.094
心の健康(MH) 67.17(15.3) 62.14(18.4) 5.45 0.020*
女性（SD）
身体機能(PF) 88.36(12.4) 83.30(17.0) 13.2 <0.001***
役割機能（身体）(RP) 85.98(18.1) 86.32(19.8) 0.00 0.999
身体の痛み(BP) 77.55(16.7) 80.28(18.0) 1.86 0.173
全体的健康感(GH) 67.46(20.2) 64.22(19.9) 2.72 0.099
活力(VT) 69.08(15.2) 64.40(17.9) 9.02 0.003**
社会生活機能(SF) 78.72(17.1) 81.50(17.0) 1.71 0.191
役割機能（精神）(RE) 81.47(18.5) 81.67(21.8) 0.03 0.873
心の健康(MH) 67.59(14.8) 63.05(18.1) 7.22 0.007**
年齢階層、BM、婚姻状況、職業状況、学歴、収入を共変量とした。
充足状況





であった。中国成人を対象とした IPAQ-SV を用いた身体活動に関する先行研究では（Li 
et al.,2004）、週 150分以上の身体活動を実施する者の割合は 88.8％であり、本研究
の結果と一致した。また、健康関連 QOL に関して、中国成人を対象に SF-36を用いて調
査した研究（Wang et al.,2008）と比較すると、本研究の結果は全体的に値がやや低か
ったが、各下位尺度の得点傾向は類似していた。 














関連 QOL と関連すると考えられた。 
 本研究では、8つの下位尺度のうち男性においては BPおよび RE、女性においては RP、





et al.,2005）。本研究では、週 150 分以上の中等度強度以上の身体活動の実施と健康
関連 QOL との関連を調査しているため、身体活動強度や身体活動量との量反関係につい
ては直接言及することはできない。しかしながら、先行研究の結果を踏まえると、推奨







































であるが、その他の限界点については第 5 章の総合論議に記述した。 
 






























Department of Health and Human Services,1998）。米国疾病予防センター（CDC）、











et al.,2007; Nelson et al.,2007）。それにもかかわらず、推奨レベルで身体活動を
実施している米国成人の割合は、男性で50.7％、女性で47.9％であり、年々減少傾向に
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表 3-1. 身体活動充足状況と社会人口統計学的変数の割合 
N ％ N ％ χ²値 N ％ N ％ χ²値
合計 623 89.0 77 11.0 594 85.6 100 14.4
年齢 0.885 8.453*
209 89.3 25 10.7 189 80.4 46 19.6
211 90.2 23 9.80 208 89.7 24 10.3
203 87.5 29 12.5 197 86.8 30 13.2
婚姻状況 4.455* 0.301
　 既婚 583 89.7 67 10.3 539 85.8 89 14.2
　 独身 40 80.0 10 20.0 55 83.3 11 16.7
職業状況 2.444 0.915
 　有職 614 89.2 74 10.8 580 85.8 96 14.2
 　無職 9 75.0 3 25.0 14 77.8 4 22.2
教育歴 1.243 0.512
42 85.7 7 14.3 44 83.0 9 17.0
140 87.5 20 12.5 164 86.8 25 13.2
441 89.8 50 10.2 386 85.4 66 14.6
収入 (元) 1.441 5.466*
80 88.9 10 11.1 61 78.2 17 21.8
65 86.7 10 13.3 61 88.4 8 11.6
91 86.7 14 13.3 97 89.8 11 10.2
   >50,000 387 90.0 43 10.0 375 85.4 64 14.6
1.002 2.589
9 90.0 1 10.0 42 85.7 7 14.3
353 88.7 45 11.3 419 85.5 71 14.5
227 90.1 25 9.9 119 87.5 17 12.5
34 85.0 6 15.0 14 73.7 5 26.3
 *　p<0.05
 　24.0－27.9
   ≥28.0
   <30,000
   30,000-40,000
 　>40,000-50,000
BMI (kg/m²）
   <18.5
   18.5－23.9
 　≥大学
男性 女性
充足者 非充足 充足者 非充足
 　30－39歳
   40－49歳
 　50－59歳
 　≤高等学校
   専門学校・短大
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表 3-2. 充足状況と社会人口統計学的変数における関連性 
年齢




 　既婚 1（ref） 1（ref）
　 独身 0.059 0.787
職業状況
　 有職 1（ref） 1（ref）
















　 24.0－27.9 0.86（0.10-7.30） 1.09（0.41-2.85）
   ≥28.0 0.50（0.05-4.88） 0.44（0.12-1.63）
0.81（0.34-1.89） 1.53（0.81-2.89）
BMI (kg/m²）
   <18.4
   18.5－23.9 0.77（0.09-6.37） 0.95（0.41-2.22）
   ≥50,000
   <30,000
   30,000-40,000 0.61（0.22-1.71） 2.14（0.85-5.38）
 　40,000-50,000 0.60（0.23-1.58) 2.40（1.03-5.56）
   <高等学校
   専門学校・短大 0.10（0.37-2.73） 1.17（0.52-2.63）
　 ≥大学以上 1.21（0.47-3.15） 1.41（0.60-3.29）
   40－49歳 1.01（0.55-1.85） 2.12（1.23-3.66)















































































































al.,2006; Trost et al.,2002）、今後、さらに推奨身体活動を充足することと、これ











































とも 10分以上持続し、1日に合計 30分、週 5日、週当たり 150 分の中等度以上の身体
活動を行うことを推奨している(Haskell et al.，2007)。この推奨量での身体活動の実
施が慢性疾患の予防および改善に有用であることは、多くの研究によって検証されてい
る( U.S. Department of Health and Human Services,1996; Nelson et al.,2007）。
それにもかかわらず、米国などでは定期的な身体活動を行わない者が多く存在する
- 44 - 
 
(Sisson & Katzmarzyk,2008)。 
不活動から活動的な行動に変容させることは重要な課題であり、それを解決するため
に、集団的または個人的な身体活動の実施に影響を及ぼす要因の検討がなされている













Cooper,2009; Guo & Gandavarapu,2010）。それゆえ、より広範囲で、長期的な身体活
動の推進を図るには、心理、社会および環境的要因を検討する必要がある（Cleland et 

























なりそう思う（10）」の 10 段階で評定され、総 9項目における合計点として算出した。
合計点の中央値にて対象者を二分割した。 また、運動に対する主観的体験（Subjective 
Exercise Experience Scale)中国語版を用いて(Fang,2007）、運動に伴うポジティブ感




































2-2  解析 
回答者 1,501 名のうち、IPAQ-SV質問紙法で定められているデータ除外基準に基づい
て、１日あたり合計 960分（16時間）以上の身体活動を実施している者と、欠損デー








95％信頼区間（95％ Confidence Interval: CI）を算出した。有意水準 5％未満で統計
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表 4-1. 心理的、社会的、環境的変数における身体活動レベルの割合 
充足者 非充足 充足者 非充足
χ²値 χ²値
運動セルフ･エフィカシー 15.98*** 8.30***
　低 42.2 66.2 53.3 69.0
　高 57.8 33.8 46.5 31.0
運動実施に伴うポジティブ感 6.84** 3.201
　低 46.5 62.3 50.3 60.0
　高 53.5 37.7 49.7 40.0
運動実施に伴うネガティブ感 6.29** 1.106
　低 52.8 37.7 51.7 46.0
　高 47.2 62.3 48.3 54.0
運動ソーシャルサポート 8.51*** 2.018
　低 53.9 71.4 55.4 63.0
　高 46.1 28.6 44.6 37.0
医療従事者による助言 0.33 8.25***
　あり 38.2 41.6 37.9 23.0
　なし 61.8 58.4 62.1 77.0
自宅用具 3.39 0.14
　なし 37.2 48.1 39.1 41.0
　あり 62.8 51.9 60.9 59.0
施設へのアクセス 15.20*** 5.81*
　低 14.0 31.2 12.1 21.0
　高 86.0 68.8 87.9 79.0
近隣の安全性 14.51*** 0.211
　低 17.0 35.1 16.2 18.0
　高 83.0 64.9 83.8 82.0
景観 2.72 5.67*
　なし 28.6 37.7 26.4 38.0
　あり 71.4 62.3 73.6 62.0
役割モデル 7.36** 2.63
　なし 13.2 24.7 11.3 17.0
　あり 86.8 75.3 88.7 83.0
住居地 0.54 2.18
　都市部 75.3 71.4 82.0 88.0
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であるのに対して、都市部では 17.3％であるとの報告(Muntner et al.,2005）がなさ
れており、このことは、農村部在住者がより活動的であるという本研究の結果を支持す
るものである。しかし、先進諸外国では、農村部に在住している者と比較して都市部に








































































































者の身体活動量が増加したという報告がある（Ferney et al., 2009）。 さらに、身体
活動が実施できる近隣施設情報を配信して、環境に対する 12ヶ月の介入を検証した研
究では、近隣の身体活動施設に対する認知が高まると共に、身体活動量が増加すること



































表 5－1. 身体活動実施時間と BMIおよびセルフ・エフィカシーとの関係 
<150分 150～249分 250～349分 ≥350分
n=177(12.7%) n=184(13.2%) n=133(9.5%) n=900(64.6%) F P
BMI (kg/m²） 22.9±3.0 23.0±2.9 23.1±2.9 22.8±2.8 0.530 0.662
BMI ≥24 (%) 29.9 28.8 37.6 32.3 0.238
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まず、あなたご自身のことについてお伺いします。                                   
 
問1． あなたの性別は？ 
1. 男性   2. 女性
 
問2． あなたの年齢は？ 
（      ）歳 
 
問3． あなたの身長は？ 
（      ）㎝ 
 
問4． あなたの体重は？ 
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2. まあ良い  
3. どちらとも言えない 












2. 週 2～3回程度感じている 
3. 週 1回程度感じている 
4. あまり感じない 





































1） 元気はつらつ 1 2 3 4 
2） 穏やかな気分 1 2 3 4 
3） 活力全快 1 2 3 4 
4） ハッピーな気分 1 2 3 4 
5） 食欲旺盛 1 2 3 4 
6） かなり神経質 1 2 3 4 
7） 気分の落ち込み 1 2 3 4 
8） 食欲減退 1 2 3 4 
9） ゆうつな気分 1 2 3 4 
10） 疲労困憊 1 2 3 4 








































1）私は、周囲の人に比べて病気になりやすい 1 2 3 4 5 
2）私は、人並みに健康である 1 2 3 4 5 
3）私は、周囲の人に比べて健康である 1 2 3 4 5 






























1）仕事や家事の能率が下がった 1 2 3 4 
2）仕事や家事に対するやる気が減退した 1 2 3 4 
3）やろうと思っていた仕事や家事を途中で止めた 1 2 3 4 
4）仕事や家事に対する集中力が低下した 1 2 3 4 
5）仕事や家事がつまらなくなった、嫌いになった 1 2 3 4 
6）家族・友人とのつきあいが面倒くさくなった 1 2 3 4 

























1 2 3 
2）適度の活動、（家や庭の掃除、太極拳、簡単な体操する）など 1 2 3 
3）少し重い物を持ち上げたり、運んだりする（例えば買い物袋など） 1 2 3 
4）階段を数階上までのぼる 1 2 3 
5）階段を１階上までのぼる 1 2 3 
6）体を前に曲げる、ひざまずく、かがむ 1 2 3 
7）１キロメートル以上歩く 1 2 3 
8）数百メートルくらい歩く 1 2 3 
9）自分でお風呂に入ったり、着がえたりする 1 2 3 






















1）仕事や家事の能率が下がった 1 2 3 4 
2）仕事や家事に対するやる気が減退した 1 2 3 4 
3）やろうと思っていた仕事や家事を途中で止めた 1 2 3 4 
4）仕事や家事に対する集中力が低下した 1 2 3 4 
5）仕事や家事がつまらなくなった、嫌いになった 1 2 3 4 
6）家族・友人とのつきあいが面倒くさくなった 1 2 3 4 
7）家族・友人と外出する気持ちが減退した 1 2 3 4 
 
 








問19． 平均的な 1 週間では、10分間以上続けて行う強い身体活動（重い荷物の運搬、
階 
段登り、ジョギング、水泳など）を行う日は何日ありますか？  
□ ある → 週に（   回）程度→1回あたり何時間ですか？（  時間   分）程度 
□ ない 
 
問20． 平均的な 1 週間では、10分間以上続けて行う中等度の身体活動（軽い荷物の運
搬、家事、ボーリング、社交ダンスなど）を行う日は何日ありますか？歩行やウォー
キングは含めないでお答え下さい。 
□ ある → 週に（   回）程度→1回あたり何時間ですか？（  時間   分）程度 
□ ない 
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は趣味や運動としてのウォーキング、散歩など、全てを含みます。 
□ ある → 週に（   回）程度→1回あたり何時間ですか？（  時間   分）程度 
        →通常どのような速さで歩きますか？□かなり呼吸が見たれるような速さ 
                         □少し息がはずむような速さ 







































A．悪天候でも運動する ← ← → → Ｂ．悪天候では運動しない 
Ａ．少々体に痛みがあっても運動する ← ← → → Ｂ．体に痛みがあったら運動しない 
Ａ．1人でも運動できる ← ← → → Ｂ．1人では運動できない 
Ａ．時間のないときでも運動する ← ← → → Ｂ．時間のないときに運動しない 
Ａ．疲れているときでも運動する ← ← → → Ｂ．疲れているときに運動しない 
Ａ．プレッシャーを感じたときでも運
動する 
← ← → → Ｂ．プレッシャーを感じたときにで
も運動する 
Ａ．鬱を感じたときでも運動する ← ← → → Ｂ．鬱を感じたときに運動しない 





































1）達成感と感じる 1 2 3 4 5 
2）しくじると感じる 1 2 3 4 5 
3）疲れ果てたと感じる 1 2 3 4 5 
4）前向きになると感じる 1 2 3 4 5 
5）楽しくないと感じる 1 2 3 4 5 
6）くたびれたと感じる 1 2 3 4 5 
7）強くなると感じる 1 2 3 4 5 
8）気落ちると感じる 1 2 3 4 5 
9）無力を感じる 1 2 3 4 5 
10）気持ちのよいと感じる 1 2 3 4 5 
11）つらいと感じる 1 2 3 4 5 
12）疲れを感じる 1 2 3 4 5 
 
 




























1）家族や親族からの助言や指導 1 2 3 
2）家族や親族の理解や応援 1 2 3 
3）家族や親族が一緒に運動してくれる 1 2 3 
4）友人や同僚からの助言や指導 1 2 3 
5）友人や同僚の理解や応援 1 2 3 
6）友人や同僚が一緒に運動してくれる 1 2 3 
 
 
最後に、あなたの身体活動・運動に対する周囲の環境についてお伺いします                             
問26． 運動することに対するあなたの周囲の環境についてお聞きします。最もあては
まる番号に○を付けてください。 





















1 2 3 4 
2） 自宅の近所には、運動するための場所や施設（公園、広場、
フィットネスクラブ、住宅団地内の遊具） 
1 2 3 4 
3） 自宅の周りには、運動しやすい安全な環境（歩行道、十分な
街灯がある、交通量が少ない、） 
1 2 3 4 
4） 自宅の近所には景色を楽しみながら運動することができる
場所がある 
1 2 3 4 
5） 自宅の近所で、運動している人をよく見かける 1 2 3 4 
 
 




１．はい  ２．いいえ 
